


































































































































































































































































































項目名 単元前 6年A朗全体 単元後 6年A組全体
Mean SD Mean SD
Q2心理的充足 2. 52 (〇. 65) 2. 62 (〇. 48)
Q7楽しく勉強 2.81(〇. 37) 2.81(〇. 37)
Q11明るい雰囲気 2.48 (〇. 58) 2. 71(〇. 44)
Q13丈夫な体 2.90 (〇. 28) 2. 90 (〇. 28)
Q17精一杯の運動 2.67 (〇. 64) 2. 86 (〇. 33)
たのしむ(情意目標) 13. 38 13. 90
Q6授業前の気持ち 2. 33 (〇. 65) 2. 43 (〇. 59)
Q9運動の有能感 2.10 (〇. 67) 2. 38 (〇. 51)
Q10自発的運動 2. 57 (〇. 57) 2. 76 (〇. 41)
Q15いろんな運動の上達 2. 71(〇. 52) 2. 76 (〇. 50)
Q19できる自信 2. 57 (〇. 58) 2. 57 (〇. 50)
できる(運動目標) 12. 28 12. 90
Q3工夫して勉強 2.67 (〇. 48) 2. 76 (〇. 41)
Q5めあてを持つ 2.90 (〇. 28) 2. 90 (〇. 28)
Q8他人を参考 2. 76 (〇. 41) 2. 90 (〇. 28)
Q12時間外練習 2.14 (〇. 71) 2. 29 (〇. 56)
Q16友人•先生の励まし 2,95 (〇. 20) 2. 95 (〇. 20)
まなぶ(認識目標) 13. 42 13. 80
Q1先生の話を聞く 2.95 (〇. 20) 3. 00 (〇. 〇〇)
Q4自分勝手 2.90 (〇. 28) 2. 95 (〇. 20)
Q14勝負を認める 3.00 (〇. 〇〇) 3. 00 (〇. 〇〇)
Q18約束ごとを守る 3.00 (〇. 〇〇) 3. 00 (〇. 〇〇)
Q20ルールを守る 3.00 (〇. 〇〇) 3. 00 (〇. 〇〇)
まもる(社会的行動目標) 14. 85 14. 95
総合評価 53. 93 55. 55
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また、単元前と単元後の体育授業評価の結果は表2に示したとおりである。
診断的評価として授業評価を行った結果、表2に示したような単元前の値が得られた。この 
結果を診断基準(高田、岡澤ら,2000)に照らすと「たのしむ」の項目で“〇”の評価となっ 
た以外は全ての因子項目、総合評価において"+”の評価であった。この結果は普段の体育授業 
の指導が十分であることが考えられる。
次に単元後の結果をみると、情意目標である「たのしむ」が"+”の評価となり、総合評価を 
含む他の因子項目も全て"+”の評価となり、単元前に比べ向上した。ねらいとした教え合い活 
動が効果的に働き、学び方が身に付き、それによって円滑な人間関係を促したように考えられ 
る。さらに授業の雰囲気もよくなり「たのしむ」因子も高まったことから、この授業実践はお 
おむね成功したといえる。
また、中教審答申に示された「運動や健康についての自他の課題を発見し、その解決に向け 
て思考•判断し、それを他者に伝える力を養う」ことも本研究の目的である。表現することが 
加わることで、思考し判断したことを動作や言葉で伝える活動場面の設定が大きく意味や価値 
をもつことが、この実践を通して見えてきた。今後の体育授業の中に少なくとも「自他の課題 
を発見する」という場面を設け、それを介して学習を展開させる場面を位置付けることが示唆 
された。これらの力を育むために以下のことが明らかとなった。
① 体育の授業場面で思考力•判断力•表現力を育むために、まず教材にした運動課題を繰り 
返し練習するプロセスに、「運動の仕組みやコツ」を言葉で理解する活動を取り入れる。
② 練習する運動課題のできばえを振り返って評価したり、問題点を見つけたりする活動(自 
他の課題を見つける場面設定)も必要で、それらを活用して問題解決する手立てを考えエ 
夫する活動へ連動させていく。
縄跳びを教材とする運動課題の身体操作の「順序•方向•タイミング•テンポ•リズム感覚」 
といったキーワードを媒介にして運動のコツやポイントを言葉で整理し、他者に伝え合う活動 
を取り入れたことで,他者の動きに関心を持ち,「協力した達成感」について気付くことができ 
たと思われる。さらに集団的達成課題として,グループやクラス全員で取り組む課題を授業に 
組み込んだことで,他者と助け合い,協力することで得られる運動の楽しさについても体験で 
きた。他者と運動する楽しさや心地よさを感じることができたのではないかと考える。
今後の課題
今回の授業実践では、既存する体育授業評価により、体育で身に付けたい資質•能力の育成 
を判断する結果となったが、さらに、思考力•判断力•表現力を育むことができたのかどうか 
を検証する際、新たな授業評価方法や授業の評価基準が示されなければならないであろう。
また、今後引き続き授業実践を行っていく際、言葉を使って運動のコツやポイントを学ばせ 
るには、次の4つの場面設定が有効とされる。① 動きの回数を数える場面、② 動きを比べる
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場面、③動きを分類する場面、④動きを関係づける場面(山本,2017)、である。そこに子ど 
もの内面をゆさぶり、学ぶべき内容や方法を方向づける教師の意図的な発問が必要となってく 
ることが予想される。そして体育においては、知識および技能の習得に仲間と協働する運動や 
活動で、技能を十分に獲得していない状況でも、それぞれが「できること」をうまく使って課 
題を解決する方法を考えることができる(三木,2018)。つまり、「思考力•判断力•表現力」 
で不十分な技能を補う方法を考えることで課題を解決できるのが、この「体の動きを高める運 
動」の特性となるのではないだろうか。上記のポイントを踏まえた授業実践を積み上げること 
で、今後の実践的研究により更に検討していく。
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